
i

史学科七十周年を迎えて

史
学
科
七
十
周
年
を
迎
え
て

桑　
　
　

山　
　
　

由　
　
　

文

一　

世
界
情
勢
と
史
学
科

二
〇
二
〇
年
四
月
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科
は
創
設
七
十
周
年
を
迎
え
た
。『
史
窗
』
で
は
こ
れ
ま
で
十
年
毎
に
記
念
特
集
号
を
組
ん
で
き
た
。
本
号
直
近
の
二

つ
の
特
集
号
、
す
な
わ
ち
『
史
窗
』
第
五
八
号
、
六
八
号
の
巻
頭
言
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
史
学
科
の
歩
み
を
、
教
員
や
学
生
の
動
向
に
関
す
る
諸
資
料
と
と
も
に
振
り
返
っ

て
き
た
。
今
号
も
そ
の
形
式
に
倣
い
、
か
つ
、
諸
資
料
の
そ
の
後
に
つ
い
て
補
足
す
る
こ
と
も
意
図
し
て
、
創
設
六
十
周
年
（
二
〇
一
〇
年
）
以
降
の
史
学
科
の
十
年
間
を

振
り
返
る
こ
と
と
す
る
。

前
回
巻
頭
言
で
は
、
二
一
世
紀
最
初
の
十
年
の
「
社
会
情
勢
の
変
化
は
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
以
後
の
十
年
は
そ
れ
以
上
に
世
界
が
揺
れ
動

き
、
現
在
も
収
ま
る
兆
し
は
な
い
。
ま
ず
日
本
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
東
北
か
ら
関
東
に
か
け
て
の
広
範
な
地
域
が
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て

激
烈
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
爪
痕
は
い
ま
だ
深
い
。
と
く
に
、
福
島
第
一
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
と
放
射
性
物
質
の
拡
散
、
そ
の
後
処
理
の
問
題
に
は
人
災
と
い
う
側
面
も

見
逃
す
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
社
会
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
で
あ
り
、
完
全
な
解
決
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。
二
〇
一
六
年
に
は
熊
本
で
も
大
き
な
地
震
が
生
じ
、
二
〇

一
八
、
二
〇
一
九
年
に
は
大
型
台
風
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
規
模
の
被
害
が
生
じ
る
な
ど
、
他
に
も
災
害
の
多
い
十
年
と
な
っ
た
。

次
い
で
世
界
各
地
に
目
を
向
け
る
と
、
西
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
で
は
、
リ
ビ
ア
や
シ
リ
ア
の
内
戦
が
長
期
化
す
る
な
ど
、
二
〇
一
〇
年
末
か
ら
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
が
、

当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
以
上
の
大
き
な
政
情
不
安
を
引
き
起
こ
し
た
。
影
響
は
、
難
民
化
し
た
多
く
の
人
々
が
雪
崩
込
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
も
及
び
、
東
日
本
大
震
災

と
同
様
、
現
在
ま
で
尾
を
引
い
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
加
え
て
、
東
欧
へ
の
拡
大
で
移
民
問
題
を
抱
え
て
い
た
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
、
二
〇
一
六
年
に
イ
ギ
リ
ス

が
国
民
投
票
で
離
脱
を
決
め
る
と
い
う
、
統
合
の
理
念
を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
事
件
も
生
じ
て
い
る
（
二
〇
二
〇
年
に
離
脱
が
正
式
に
完
了
）。
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
か
ら
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
へ
と
大
統
領
が
交
代
し
、
諸
政
策
が
大
き
く
変
更
さ
れ
、
世
界
を
さ
ら
に
混
乱
に
陥
れ
た
。
一
方
、
東

ア
ジ
ア
で
は
中
華
人
民
共
和
国
が
経
済
的
に
急
成
長
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
覇
権
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
て
国
際
関
係
が
さ
ら
に
軋
み
だ
し
た
。

こ
の
よ
う
に
混
迷
を
深
め
る
世
界
情
勢
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
く
、
誰
も
予
想
し
な
い
形
で
二
〇
一
九
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス



ii

史　　　窓

（Covid-19

）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
複
数
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
た
も
の
の
、
特
効
薬
は
な
い
ま
ま
変
異
株
の
問
題
ま
で
現
れ
、
二
〇
二
一
年
二
月
現
在
、
事

態
が
い
つ
終
息
す
る
の
か
確
た
る
見
通
し
は
な
い
。
こ
の
事
態
が
引
き
起
こ
し
た
大
き
な
社
会
的
変
化
に
つ
い
て
は
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
語

ら
れ
て
お
り
、
当
巻
頭
言
で
も
述
べ
る
の
は
気
が
引
け
る
が
、
京
都
女
子
大
学
を
は
じ
め
、
日
本
全
国
の
高
等
教
育
機
関
も
ま
た
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
避
け
て
通

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同
時
代
の
証
言
と
し
て
あ
え
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
は
、
最
初
の
感
染
確
認
地
で
あ
る
中
国
や
、
周
辺
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
抑
え
込
み
に
成
功
し
た
台

湾
・
韓
国
を
は
じ
め
、
東
ア
ジ
ア
で
は
全
般
に
患
者
数
は
爆
発
的
に
増
え
ず
、
被
害
が
大
き
い
の
は
そ
れ
以
外
の
地
域
、
と
く
に
欧
米
諸
国
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
は
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
死
者
数
を
出
す
な
ど
深
刻
で
あ
る
。
た
だ
し
、
東
ア
ジ
ア
で
も
、
日
本
の
状
況
は
他
の
地
域
と
は
少
し
質
が
異
な
り
、

感
染
抑
制
策
が
中
途
半
端
な
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
日
本
は
、
長
年
の
経
済
的
不
振
か
ら
物
価
が
長
期
下
落
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
政
府
が
経
済
振
興
に
目
を
付
け
た
の
が
、
海
外
か

ら
の
観
光
客
誘
致
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
経
済
力
が
上
昇
し
て
い
た
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
地
か
ら
大
量
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
、

京
都
や
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
不
動
産
価
格
の
急
騰
も
招
き
、
一
部
経
済
は
潤
っ
て
も
、
大
き
な
社
会
問
題
と
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
脅

威
は
、
こ
の
よ
う
な
風
景
を
一
変
さ
せ
た
。

日
本
国
内
の
感
染
者
は
当
初
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
三
月
に
は
感
染
は
拡
大
し
、
社
会
で
の
警
戒
感
が
高
ま
っ
た
。
各
地
の
大
学
へ
も
影
響
は
及
び
、
京
都
女
子
大
学

で
も
卒
業
式
や
年
度
末
の
新
学
年
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
中
止
と
な
っ
た
。
史
学
科
で
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
学
科
全
体
の
謝
恩
会
も
中
止
と
な
っ
た
が
、
各
ゼ
ミ
代
表
の
学

生
か
ら
教
員
へ
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
規
模
は
小
さ
く
と
も
、
四
年
間
の
学
生
生
活
の
締
め
く
く
り
を
祝
う
こ
と
が
で
き
た
。

年
度
が
変
わ
っ
た
四
月
に
は
、
つ
い
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
。「
自
粛
」
を
「
お
願
い
」
し
た
り
、「
要
請
」
し
た
り
す
る
と
い
う
、
な
ん
と
も
矛
盾
に
満
ち
た
呼

び
か
け
が
政
府
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
か
ら
な
さ
れ
、
人
々
も
そ
れ
に
素
直
に
応
じ
る
と
い
う
、
日
本
社
会
独
特
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。
京
都
女
子
大
学
も
、
二
〇
年
度
前
期
は

す
べ
て
の
対
面
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
切
り
替
え
、
京
女
ポ
ー
タ
ル
の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
機
能
やZoom

、M
icrosoft T

eam
s

等
を
用
い
る
遠
隔
通
信
授
業
が
、
五
月
の
大
型

連
休
明
け
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

授
業
形
態
の
大
幅
な
変
化
は
、
ゼ
ミ
形
式
を
学
び
の
核
と
す
る
史
学
科
の
、
教
員
・
学
生
全
般
を
困
惑
さ
せ
た
が
、
も
っ
と
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
の
は
新
入
生
で
あ

る
。
入
学
式
す
ら
中
止
と
な
り
、
入
学
の
決
ま
っ
た
大
学
の
構
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
史
学
科
で
も
恒
例
の
新
入
生
歓
迎
バ
ス
ツ
ア
ー

が
中
止
と
な
り
、
新
入
生
が
バ
ス
の
車
内
で
の
自
己
紹
介
や
史
跡
め
ぐ
り
を
通
じ
て
、
互
い
の
関
心
分
野
や
趣
味
を
知
る
重
要
な
機
会
が
失
わ
れ
た
。
ま
た
、
今
号
彙
報
欄

に
も
あ
る
通
り
、
春
・
夏
の
史
学
会
旅
行
、
史
学
会
学
生
委
員
の
慰
労
会
等
も
中
止
と
な
っ
た
。
直
接
交
流
の
「
濃
密
さ
」
が
持
ち
味
で
あ
っ
た
史
学
科
に
と
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
事
態
は
教
育
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
機
で
あ
っ
た
。
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夏
に
は
あ
る
程
度
ウ
ィ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
込
め
た
か
に
見
え
、
京
都
女
子
大
で
も
後
期
の
授
業
は
通
常
の
対
面
授
業
を
基
本
と
し
、
八
十
名
以
上
の
大
人
数
講
義
な
ど

一
部
の
み
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
す
る
と
い
う
、
例
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
授
業
形
態
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
（
も
っ
と
も
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
対
人
距
離
の
確
保
を
前
提

と
し
て
、
で
あ
る
）。
九
月
上
旬
に
は
、
複
数
教
室
に
分
か
れ
つ
つ
も
新
入
生
歓
迎
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
新
入
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
も
よ
う
や
く
始

ま
っ
た
。
懸
念
さ
れ
て
い
た
卒
業
論
文
中
間
発
表
も
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
に
対
面
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

だ
が
、
国
外
は
お
ろ
か
国
内
旅
行
で
さ
え
も
危
険
を
伴
う
は
ず
の
状
況
下
で
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
や
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
イ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
施
策
に
よ
り
、
人
の

移
動
が
促
進
さ
れ
た
。「
自
粛
」
の
反
動
は
大
き
く
、
実
際
、
秋
の
京
都
は
例
年
以
上
の
賑
わ
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
十
二
月
以
降
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
感
染
者
は
急

増
し
た
。
感
染
の
疑
い
の
あ
る
者
も
必
要
な
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
大
都
市
圏
の
病
院
は
患
者
受
け
入
れ
の
限
界
に
達
し
た
。
感
染
し
て
も
自
宅
で
の
待

機
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
々
が
急
増
し
た
。
再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
も
効
果
は
限
定
的
で
、
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
二
〇
二
一
年
二
月
初
め
に
は
、
ひ
と

月
の
延
長
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
人
災
と
い
う
側
面
の
強
い
、
感
染
の
再
拡
大
と
激
化
は
、
京
都
女
子
大
学
と
史
学
科
に
も
再
び
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
年
度
末
の
授
業
は
再
び
オ
ン
ラ

イ
ン
が
主
流
と
な
り
、
多
く
の
学
生
は
、
一
年
の
授
業
を
締
め
く
く
る
機
会
を
唐
突
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
卒
業
論
文
口
頭
試
問
も
史
学
科
の
三
コ
ー
ス
全
て

でZoom

に
よ
る
実
施
が
原
則
と
な
っ
た
（
修
士
論
文
口
頭
試
問
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
が
少
な
い
た
め
、
広
い
教
室
で
距
離
を
取
っ
た
上
で
実
施
）。
卒
業
式
・
修
了
式

は
通
常
通
り
三
月
一
五
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
二
〇
二
一
年
度
が
恙
な
く
始
ま
る
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
の
十
年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
問
題
は
、
日
本
社
会
が
た
め
続
け
た
「
歪
み
」
を
白
日
の
下
に
さ
ら
け
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
年
叫
ば

れ
て
き
た
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
や
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は
、
組
織
上
層
に
と
っ
て
の
み
都
合
の
良
い
理
念
に
す
ぎ
ず
、
決
定
権
者
に
資
質
（
と
り
わ
け
学
術
的
知
見
を

尊
重
す
る
姿
勢
）
が
な
け
れ
ば
単
に
害
悪
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
実
務
に
明
る
い
者
の
意
見
は
通
ら
ず
、
逆
に
机
上
の
空
論
が
強
い
ら
れ
、
各
所
で
混
乱

が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
よ
う
な
経
験
を
経
て
日
本
社
会
の
「
リ
テ
ラ
シ
ー
」
が
高
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
歴
史
学
の
、
ま
た
、
本
学
史
学
科

の
未
来
も
明
る
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二　

史
学
科
の
十
年

─
教
員
・
学
生
の
変
化
と
二
つ
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

世
界
情
勢
は
こ
の
よ
う
に
混
沌
と
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
十
年
間
の
史
学
科
の
歩
み
は
、
一
部
を
除
い
て
比
較
的
順
調
な
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
は
生
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
史
学
科
の
教
員
構
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
六
八
号
巻
頭
言
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
日
本
史
コ
ー
ス
の
学
生
数
が
恒
常

的
に
多
い
こ
と
と
そ
れ
に
伴
う
教
員
の
負
担
増
、
一
方
で
東
洋
史
分
野
を
志
望
す
る
学
生
が
長
期
に
わ
た
っ
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
は
東
洋

史
分
野
の
教
員
が
一
名
減
り
、
日
本
史
分
野
の
教
員
が
一
名
増
え
た
。
そ
の
結
果
、
史
学
科
教
員
構
成
は
、
日
本
史
六
名
、
東
洋
史
三
名
、
西
洋
史
三
名
と
な
っ
た
。
東
洋
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史
と
西
洋
史
と
を
合
わ
せ
た
外
国
史
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
史
と
外
国
史
と
で
一
：
一
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
は
、
人
文
準
学
科
か
ら
史
学
科
へ
移
籍
し
て
長
年
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
、
哲
学
の
竹
内
亨
准
教
授
が
、
長
期
の
病
気
療
養
を
経
て

逝
去
さ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
生
じ
た
。
詳
細
は
『
史
窗
』
第
六
九
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
史
学
科
教
員
は
全
十
二
名
に
減
り
、
以
後
こ
の
人
数
の
ま
ま
、
二
〇
二

〇
年
度
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
度
末
に
お
け
る
教
員
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
教
員
名
は
五
〇
音
順
。
敬
称
略
）。

　

日
本
史　

綾
村　

宏　

教
授

　
　
　
　
　

坂
口
満
宏　

教
授

　
　
　
　
　

柴
田　

純　

教
授

　
　
　
　
　

瀧
浪
貞
子　

教
授

　
　
　
　
　

早
島
大
祐　

准
教
授

　
　
　
　
　

母
利
美
和　

教
授

　

東
洋
史　

谷
口
淳
一　

教
授

　
　
　
　
　

檀
上　

寛　

教
授

　
　
　
　
　

松
井
嘉
徳　

教
授

　

西
洋
史　

桑
山
由
文　

准
教
授

　
　
　
　
　

常
松　

洋　

教
授

　
　
　
　
　

山
田
雅
彦　

教
授

　
学
生
の
動
向
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
一
年
度
以
降
の
、
卒
業
時
の
コ
ー
ス
分
属
状
況
を
表
①
で
示
す
（
そ
れ
よ
り
前
に
つ
い
て
は
『
史
窗
』
第
六
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
）。
東
洋
史
の
下
げ
止
ま
り
傾
向
も
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
の
卒
業
生
に
お
け
る
日
本
史
コ
ー
ス
と
東
洋
史
・
西
洋
史
コ
ー
ス
の
比
率
は
、
年
に
よ
り
若
干
の
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
一
：
一
で
推
移
し
て
お
り
、
専
任
教
員
の
比
率
と
合
致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
は
、
学
外
の
第
三
者
組
織
に
よ
る
、
大
学
の
教
育
・
研
究
の

「
質
」
評
価
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
Ｓ
Ｔ
比
（
Ｓ
は
学
生
、
Ｔ
は
教
員
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
学
生
数
と
教
員
数
と
の
比
率
）
は
重
要
な
指
標
の
一
つ
で

あ
る
。
そ
う
し
た
社
会
情
勢
に
も
適
合
的
と
い
え
る
。
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し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。『
史
窗
』
第
七
七
号
の
「
松
井
嘉
徳
名
誉
教
授
追
悼
録
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
後
、
綾
村
教
授
の
定
年
退
職
と
早
島
教
授
の
異
動
と
に
よ
り
、
二
〇
一
九
年
度
に
は
日
本
史
分
野
に
小
原
嘉
記
、
小
林
瑞

穂
准
教
授
が
、
二
〇
二
〇
年
度
に
は
東
洋
史
分
野
に
松
井
教
授
の
後
任
と
し
て
藤
本
猛
准
教
授
が
着
任
し
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
戦

力
に
よ
り
史
学
科
の
内
部
に
新
た
な
活
力
が
吹
き
こ
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
一
方
で
、
山
田
教
授
が
文
学
部

長
（
一
五
〜
一
七
年
度
）、
綾
村
教
授
が
図
書
館
長
（
一
五
年
度
）、
坂
口
教
授
が
学
生
部
長
（
一
八
年
度
〜
現
在
）
と
し
て
京
都

女
子
大
学
全
体
の
運
営
に
も
携
わ
る
な
ど
、
従
来
の
教
員
に
よ
る
、
史
学
科
の
枠
を
越
え
た
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。

さ
て
、
前
述
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
順
調
に
滑
り
出
し
た
が
、
そ
の
後
、
文
部
科
学
省
が
教
員
養
成
課
程
の
位
置
づ
け
を
変
更

し
た
こ
と
や
本
学
執
行
部
の
意
向
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
の
史
学
科
学
生
定
員
の
十
五
名
増
な
ど
に
よ
り
、
史
学
科
専
門
科
目
の

あ
り
方
を
さ
ら
に
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
九
年
度
新
入
生
以
降
は
、
講
義
系
科
目
に
も
大
き
な
変
更
が
加
え

ら
れ
た
。
い
わ
ば
第
二
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
特
徴
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

第
一
に
、
文
学
部
共
通
専
門
科
目
の
新
設
で
あ
る
。
史
学
科
学
生
は
、
史
学
科
固
有
の
専
門
科
目
の
他
に
、
国
文
学
科
・
英
文

学
科
・
外
国
語
準
学
科
の
提
供
す
る
授
業
を
履
修
し
て
、
卒
業
に
必
要
な
専
門
科
目
と
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
学
科
を
越
え
た

履
修
が
可
能
と
な
っ
た
（
国
文
学
科
と
英
文
学
科
の
学
生
も
同
様
）。
こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
「
風
俗
文
化
史
」（
国
文
学
科
）

や
「
中
国
文
学
史
」（
外
国
語
準
学
科
）、「
英
語
圏
研
究
」（
英
文
学
科
）
と
い
っ
た
、
歴
史
学
周
辺
分
野
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

並
行
し
て
、
史
学
科
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
も
進
め
ら
れ
た
。
学
科
独
自
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
取
り
い
れ
て
史
学
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

議
論
を
行
い
、
二
〇
一
一
年
度
新
入
生
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
の
特
徴
は
演
習
科
目
（
と
く
に
一
、
二
回
生
時
）
の

あ
り
方
の
変
更
で
あ
っ
た
が
、
詳
細
は
『
史
窗
』
第
六
八
号
巻
頭
言
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
省
略
す
る
。

教
員
動
向
に
戻
る
と
、
二
〇
一
二
年
度
に
は
柴
田
、
瀧
浪
教
授
が
定
年
退
職
し
、
後
任
と
し
て
一
三
年
度
か
ら
梅
田
千
尋
、
告
井
幸
男
准
教
授
が
着
任
し
た
。
な
お
、
こ

れ
に
伴
っ
て
、
学
内
の
演
習
室
不
足
解
消
の
た
め
、
柴
田
・
谷
口
研
究
室
が
一
つ
の
演
習
室
へ
と
統
合
・
改
装
さ
れ
、
史
学
科
の
諸
行
事
で
も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る

（
谷
口
教
授
の
研
究
室
は
旧
瀧
浪
研
究
室
に
移
転
）。
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
度
で
常
松
教
授
が
、
一
五
年
度
で
檀
上
教
授
が
定
年
退
職
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
任
と
し
て
、
翌
年

度
か
ら
本
田
毅
彦
教
授
、
箱
田
恵
子
准
教
授
が
着
任
し
、
急
速
に
教
員
の
年
齢
構
成
が
変
化
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
史
学
科
を
襲
っ
た
悲
劇
は
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
の
、
松
井
嘉
徳
教
授
の
突
然
の
逝
去
で
あ
る
。
授
業
始
ま
っ
て
間
も
な
い
六
月
に
緊
急
入
院
さ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
後
、
我
々
史
学
科
教
員
の
前
に
も
し
ば
し
ば
、
や
つ
れ
な
が
ら
も
変
わ
ら
ず
朗
ら
か
な
お
姿
を
見
せ
て
お
ら
れ
た
。
だ
が
、
前
期
授
業
終
了
直
前
に
再
度
入
院

さ
れ
、
そ
の
後
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
。
翌
年
二
月
、
史
学
科
で
は
「
偲
ぶ
会
」
を
開
い
て
松
井
教
授
の
生
前
の
ご
活
躍
を
振
り
返
り
、
み
な
で
涙

表①　卒業生コース別人数一覧
史窓号数 卒業年度 日本史 東洋史 西洋史 計

69 2011 68 18 38 124
70 2012 75 21 36 132
71 2013 70 26 47 143
72 2014 71 32 30 133
73 2015 77 30 29 136
74 2016 71 31 24 126
75 2017 59 19 36 114
76 2018 74 17 34 125
77 2019 62 30 40 132
78 2020 48 17 47 112

＊ 但し、2020年度の数値は、2021年 1 月での卒業見込み者数である。
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た
り
、「
観
光
韓
国
語
」、「
観
光
ド
イ
ツ
語
」、「
観
光
フ
ラ
ン
ス
語
」
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客
へ
の
外
国
語
に
よ
る
案
内
と
い
う
形
で
史
学
科
で
の
学
び
を
表
現
・
活
用
し

た
り
す
る
な
ど
の
、
従
来
と
は
一
味
異
な
る
授
業
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

史
学
科
で
は
、
文
学
部
共
通
専
門
科
目
と
し
て
「
漢
文
Ａ
・
Ｂ
」
や
「
ラ
テ
ン
語
Ａ
・
Ｂ
」
な
ど
既
存
科
目
の
一
部
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
「
東
ア
ジ
ア
史

Ａ
・
Ｂ
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
Ａ
・
Ｂ
」「
二
〇
世
紀
史
Ａ
・
Ｂ
」（
い
ず
れ
も
二
回
生
配
当
）
と
い
っ
た
講
義
系
科
目
と
、「
く
ず
し
字
入
門
」（
一
回
生
配
当
）、「
ギ
リ
シ
ア

語
Ａ
・
Ｂ
」（
三
回
生
配
当
）
な
ど
の
語
学
系
科
目
と
を
開
い
た
。
当
然
こ
れ
ら
は
史
学
科
学
生
も
履
修
で
き
る
の
で
あ
り
、
学
生
の
選
択
肢
を
一
層
拡
充
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

第
二
に
、
史
学
科
専
門
科
目
①
と
②
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
、
全
て
「
史
学
科
専
門
科
目
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
専
門
科
目
②
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
教
員
免
許
取
得

以
外
の
目
的
で
は
単
位
取
得
で
き
な
か
っ
た
「
自
然
地
理
学
」
や
「
法
律
学
研
究
」、「
宗
教
学
研
究
」
な
ど
の
科
目
を
、
教
員
免
許
と
は
無
関
係
の
学
生
も
履
修
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
科
目
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
歴
史
学
研
究
と
密
接
に
関
わ
る
分
野
で
あ
る
。
な
お
、
専
門
科
目
の
う
ち
特
殊
講
義
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
一
〇
、

東
洋
史
八
、
西
洋
史
八
と
な
っ
て
総
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
専
任
教
員
の
担
当
講
義
が
原
則
半
期
一
コ
マ
と
定
め
ら
れ
た
た
め
、
学
外
か
ら
の
講
師
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
時
代
・
分
野
の
講
義
が
増
加
し
た
。
総
合
す
る
と
、
第
二
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
学
生
の
授
業
選
択
の
自
由
度
は
大
幅
に
増
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
問
題
関

心
に
対
応
で
き
る
授
業
体
系
が
構
築
さ
れ
た
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
課
題
は
残
る
。
こ
の
十
年
の
う
ち
に
二
回
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
日
本
経
済
の
長
期
に
わ
た
る
低
迷
や
少
子
化
に
よ
る
受
験
生
の
性

格
と
志
望
動
向
の
変
化
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
の
大
学
行
政
の
迷
走
が
あ
る
。
史
学
科
で
は
、
学
生
が
従
来
よ
り
も
多
角
的
視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
改
革
と
な
り
、
結

果
的
に
は
良
い
方
向
と
な
っ
た
。
だ
が
、
高
等
教
育
の
「
成
果
」
は
す
ぐ
に
出
る
も
の
で
も
、
分
か
る
も
の
で
も
な
い
。
本
来
は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
学
生
や
教
員
に
ど

の
よ
う
な
結
果
や
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
充
分
な
検
証
を
踏
ま
え
て
の
変
革
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
長
い
間
、
同
内
容
の
授
業
体
系
が
続
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
次
の
史
学
科
八
〇
周
年
記
念
号
で
は
、
落
ち
着
い
た
十
年
間
で
あ
っ
た
と
の
回
顧
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

三　
『
史
窗
』
の
十
年

こ
の
十
年
間
の
『
史
窗
』
を
め
ぐ
る
環
境
の
う
ち
、
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、『
史
窗
』
の
電
子
化
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
度
の
第
七
〇
号
か
ら
京
都
女
子
大
学
学
術
リ

ポ
ジ
ト
リ
（
京
女A
IR

）
に
全
文
が
登
録
さ
れ
て
い
る
（
そ
れ
よ
り
前
の
号
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
の
も
の
の
み
）。
登
録
者
に
は
、
毎
月
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
件
数
が
電
子

メ
ー
ル
で
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
な
お
、
同
年
以
降
、『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要　

史
学
編
』、
博
士
学
位
論
文
も
す
べ
て
同
様
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
日
本
各
地
の
大
学
図
書
館
の
多
く
が
休
館
し
、
相
互
利
用
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
う

し
た
電
子
化
は
、
今
後
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
こ
の
十
年
、『
史
窗
』
の
掲
載
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
（
表
②
参
照
）。
第
六
九
号
か
ら
第
七
四
号
ま
で
は
、
ほ
ぼ
毎
号
、
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
合

わ
せ
て
三
本
以
上
が
投
稿
さ
れ
、
日
本
史
、
東
洋
史
、
西
洋
史
の
分
野
間
バ
ラ
ン
ス
も
良
か
っ
た
。
投
稿
者
の
種
類
も
、
第
六
八
号
巻
頭
言
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
当

初
は
専
任
教
員
と
非
常
勤
講
師
の
み
と
偏
っ
て
い
た
が
、
第
七
一
号
か
ら
は
史
料
紹
介
を
中
心
に
、
本
学
大
学
院
生
や
大
学
院
修
了
者
、
さ
ら
に
は
他
大
学
院
進
学
者
に
よ

る
投
稿
も
あ
り
、
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
史
学
科
の
卒
業
生
の
う
ち
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
者
が
あ
い
か
わ
ら
ず
多
く
、
後
期
課
程
へ
の
進
学
者
も
ほ
ぼ
毎
年
一
、
二

名
い
る
と
い
う
事
情
も
大
き
い
（
表
③
参
照
）。
京
都
女
子
大
学
の
諸
学
科
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
史
学
系
学
部
・
学
科
の
中
で
も
有
数
の
進
学
者
数
が
続
い
て
い
る
。
加

え
て
、
詳
し
い
統
計
は
取
ら
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
は
他
大
学
院
へ
の
進
学
者
も
増
加
し
て
お

り
、
ま
た
、
前
期
課
程
を
終
え
社
会
人
と
な
っ
た
後
に
、
学
費
の
問
題
な
ど
を
ク
リ
ア
し
て
後

期
課
程
に
戻
る
者
も
複
数
い
る
。
学
部
卒
業
後
も
息
長
く
研
究
を
継
続
す
る
者
た
ち
の
活
動
が

『
史
窗
』
を
下
支
え
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
編
集
委
員
会
で
は
第
七
五
号
以
降
、
論
文
と
研
究
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

査
読
制
を
導
入
し
、
論
考
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
っ
た
。
投
稿
が
急
激
に
減
少
す
る
こ
と

も
危
惧
さ
れ
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
第
七
五
号
で
は
、
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
と
も
に
三
本

の
計
六
本
、
投
稿
者
も
学
内
外
の
大
学
専
任
教
員
か
ら
現
役
大
学
院
生
や
研
修
者
ま
で
と
さ
ま

ざ
ま
で
、
近
来
稀
に
見
る
豊
作
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
反
動
も
あ
っ
て
か
第
七
六
、
七

七
号
の
論
考
は
少
な
め
で
あ
っ
た
が
、
今
号
に
お
い
て
も
、
記
念
号
と
は
い
え
査
読
制
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
、
専
任
教
員
に
よ
る
力
作
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
願
わ
く
は
、
こ
れ
か

ら
も
『
史
窗
』
紙
面
が
充
実
し
、
史
学
科
が
さ
ら
に
繁
栄
し
て
い
か
ん
こ
と
を
。

＊ 

本
来
、
巻
頭
言
の
担
当
者
は
史
学
科
の
学
科
主
任
だ
が
、
今
号
で
は
『
史
窗
』
編
集
委
員
長
の

桑
山
が
代
理
で
執
筆
す
る
。

表②　『史窗』刊行年次別一覧
刊行年度 号数 論文 研究ノート 史料紹介 書評 載録 その他
2011 69 3 1 1
2012 70 2 1 1 2 1
2013 71 1 3 4
2014 72 3 1 1 1 1
2015 73 2 1
2016 74 3 2
2017 75 3 3 1
2018 76 1 2 1
2019 77 2 2 1 3
2020 78 7 3 5 1

表③　史学専攻博士前期課程修了者および後期課程進（入）学者

年度 日本史 東洋史 西洋史 計 後期課程
進（入）学者

2011 5 0 1 6 2
2012 3 3 2 8 2
2013 3 0 5 8 1
2014 3 0 1 4 2
2015 4 3 2 9 1
2016 3 1 1 5 1
2017 3 2 2 7 1
2018 6 0 1 7 2
2019 1 0 3 4 1
2020 4 1 2 7 0




